
 

 

柿崎病院後援会理事会 会議メモ 

 

日 時：令和７年６月１０日（火） 午後３時～３時 45 分 

場 所：柿崎地区公民館 ３階 集会室 

 

楡井会長挨拶 

① 人口減少に伴う医療体制の検討が進んでいる 

② その他で、上越地域の医療再編について報告する 

 

議題審議 

① 令和６年度 活動経過、県立柿崎病院後援会決算及び監査報告は承認された 

収入決算額 556,918 円 

支出決算額 384,308 円 

差引残高  172,610 円 → 次年度繰越金 

② 令和７年度活動計画（案）、県立柿崎病院後援会予算（案）が承認された。 

  新規事業や新しい活動の計画はない。 

  収入予算額 557,000 円 

 支出予算額 557,000 円 

 差引       ０円 

③ 吉川区の今年度の負担額：78,400 円 

④ ６人の後援会役員の交代と事務長の交代の報告があった。 

吉川区では、町内会長連絡協議会副会長 2 名が交代された 

新任：中村正三さん、井部一博さん 

 

その他 

① 病院の概要説明  太田院長 

・30 年勤務の先生が退職（長岡から通勤） → 整形外科 新規予約は廃止 

 6 月 10 日から骨折された方のリハビリ対応を、2 回/月実施する 

・常勤者で一番近いのが太田院長で片道 20 ㎞ 

 看護師 30 ㎞以上が 44％（夜勤者も含む） 柏崎からの方が多い 

 看護師長は午後 8 時帰り 

・急性期病床 25 床、それ以外の病床 30 床 

・病院内の体制は、ここ 3 年で大幅に変わった。 

② 地域の医療体制について 楡井会長 

   ・県病院局は毎年 150 億円もの拠出をしているが、46 億円の赤字である。 



 

 

     人口減少により病床が過剰になっていることや、医師不足が大きな課題である。 

・医師不足対策としては、医大生に 7 年間県内勤務を条件に、4 年で 10,000 千円～ 

  50,000 千円を補助している。 

・上越市の人口も予想よりも早い、年 2,300 人～2,500 人減少している中で、上越、 

妙高、糸魚川からなる上越医療圏内の病院の多くが赤字経営で、持続性が懸念されて 

いることから、再編の構想が議論されている。 

    ・中央病院と厚生連（上越総合病院）を基幹とし、人口に見合った各機能を担うバランス 

     が良くなるよう各医療機関の急性期病床、回復期病床及び慢性期病床を割り当ててい 

る。 

    ・そんな中、労災病院は令和 7 年度から 8 年度に閉院が決まった。 

 

   参考 急性期病床 状態の早期安定に向けた医療を提供する病院 

       回復期病床 急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリテーショ 

ンを提供する病院 

       慢性期病床 長期にわたり療養が必要な患者を入院させる病院 

   参考 急性期病床を持つ病院は、診療報酬が高く、収入も多くなる。 

       一番儲かる病院 各病床をバランスよく保持し、介護施設をもつ病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

頸北地区の医療を考える会実行委員会 会議メモ 

 日 時：令和７年６月１０日（火） 午後３時 45 分～４時１５分 

場 所：柿崎地区公民館 ３階 集会室 

 

 

実行委員長挨拶 太田院長 

 柿崎病院の現状などを報告 

  

議題審議 

① 令和 6 年度事業報告及び決算報告について、承認されました 

収入決算額   0 円 

支出決算額   0 円 

差引残額     0 円   

事業実績なし 

  

② 令和 7 年度事業計画（案）及び収支計画（案）について、承認されました 

事業計画 ・頸北地区の医療を考える会 講演会  

       ・健康（疾病予防）教室 

       ・日程等詳細は後日連絡 

 

収入予算額 61,000 円 

支出予算額 61,000 円 

差引           0 円 



農業経営基盤強化の促進に関する計画
「 地域計画 」について

令和７年6月

柿崎区総合事務所 産業グループ



１ 地域計画策定の経緯

１

「地域計画」は、人口減少や高齢化が進むにつれ、農業従事者が減少し、地域の農地を維持していくことが年々難しくなっている状況を踏まえ、
人と農地の問題を地域で解決していくための将来予想図として、令和５年４月に施行された改正農業経営基盤強化促進法により、令和５〜６年度
の２か年をかけて、全国の市町村で策定に取り組んできました。

当市においては、令和５年１１月から令和６年１２月まで、市内２５地区で農業者等による協議の場（地域懇談会）を開催し、地域の課題と今
後の営農体制の方向性の共有、１０年後の農地の将来像（目標地図）の話し合いを行ってきました。

当市における地域計画の概要
⑴ 計画策定区域

地域自治区を単位に２５計画
（ほぼ全域が市街化区域である高田区･直江津区･八千浦区は、隣接する他区に含める）

⑵ 地域懇談会の参加者
地域の中心的な農業者（認定農業者等）、農家組合⻑、ＪＡえちご上越、⼟地改良区、新潟県、農業委員会、市

⑶ 結果の公表等
・協議の実施状況 ・・・ 市ホームページで公表
・地域計画の公表 ・・・ 令和７年４月１日に全計画を公告（市ホームページでも公表）



２ 各区での地域懇談会の開催

（主な意見･課題）
・担い手不足や法人の後継者不足、農地の集約の必要性、農業用施設の老朽化。
・多面的機能を有する水田等について、その機能を発揮できるように、農業者以外の草刈りや用水普請などへの参加。
・担い手だけでは農地の維持はできない。草刈りや用水普請などは、やはり集落の方からやってもらわないと、担い手の手が回らない。
・個人で農業を続けていくのはもう限界がある。機械類も高騰しており、個人で買うのは無理。法人化などの取組はすぐに必要。
・集落の方から、高齢化により、草刈りや用水普請がもうできないので、担い手にやってもらいたいという話が出ている。
・現在、認定農業者などの担い手になっている者でも、高齢化しており、10年後にはリタイアしていることが濃厚。10年後を想像すること自
体が難しい。
・昭和の時代にほ場整備をしたところは、農業施設が機能しなくなってきており、再整備が必要。
・20年ほど前から法人化が進んできたが、法人化した経営体も、後継者がいない。

２

～令和5年度末（令和6年3月末） ～令和6年度上期（令和6年8月末） ～令和6年度下期（令和6年12月末）

高士区 谷浜・桑取区

柿崎区 吉川区 名立区

金谷区 春日区 三郷区

和田区 大島区 牧区 大潟区

新道区 諏訪区 津有区 有田区 保倉区 北諏訪区 安塚区

浦川原区 頸城区 中郷区 板倉区 清里区 三和区



３ 今後の地域計画の管理について

３

地域計画は、一度作って終わりで
はなく、今後も見直しを行い、内容
をブラッシュアップしていくことが
求められています。

当市では、年に１回、各地区の中
心的な担い手を集め、協議の場（地
域懇談会）を開催し、「地域計画の
記載内容に変更が必要な点がない
か」「農地の集約化が図られるほ場
がないか」などの視点から協議を行
い、地域計画と目標地図のブラッ
シュアップ（効率的な農地利用の推
進）を図っていく方針です（必要に
応じて、地域計画の変更公告を行い
ます）。

地域計画の変更が必要なケース
農地の集約化



１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％

目標年度 令和16年度

市町村名
(市町村コード)

上越市

(15222)

地域名
（地域内農業集落名）

吉川区

（長峰、竹直、大乗寺、原之町、下町、小苗代、代石、下中条、赤沢、泉、後生寺、伯母ケ沢、平等寺、東寺、下
小沢、吉井、泉谷、土尻、天林寺、川崎、東鳥越、片田、二ケ字、三ケ字、河沢、入河沢、東田中、国田、福
平、道之下、上川谷、下川谷、石谷、名木山、大賀、村屋、稲古、川袋、大岩、米山、山中、高沢入、坪野、尾
神、半入沢、梶、神田町、長沢、西野島、町田、六万部、田尻、山方）

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和7年3月31日

更新年月日
（　　　　　）

106

-

-

-

（備考）

注１：①については、農業振興地域担当部局と調整の上、記載してください。
　 ２：②及び③については、農業委員会の農地台帳の面積（現況地目）に基づき記載してください。
 　３：④については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。
　 ４：⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
　  備考欄にその旨記載してください。
 　５：（参考）の区域内における○才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
 　６：「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 1364

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 1364

②　田の面積 1249

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 110

現状の集積率 76.8 ％ 将来の目標とする集積率 90.0

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

　当地域は、上越市の北側に位置し、尾神岳の中腹から平野部にかけて51集落が点在する平地と中山間地が混在する地域であり、令和6年12
月31日現在の人口は3,364人、世帯数は1,379世帯、高齢化率46.4％となっている。
　人口減少と高齢化の進行により、農業従事者の減少や労働力不足が顕著となっており、農地の適正利用が年々困難になってきている。
　また、地域農業を維持していくためには、地域において定期的に農地の利用状況を把握し、地区内の担い手はもとより、地区外の農業者や農
業法人と連携を図りながら、農地を将来へ受け継いでいく仕組みづくりが必要になっている。

　当地域で持続可能な農業の担い手の確保・育成を図るため、農地の集積・集約化を進めるとともに、圃場整備や地域にあったスマート農業の
導入など、農作業の効率化や生産コストの縮減につながる取組を推進していく。
　水稲を主要作物とし、平場では大豆、枝豆等、山間地ではそば、山菜等を推進するほか、直売所に対応した少量多品種栽培にも取り組む。
　また、地域の農業・農村を維持していくため、非農家との協力や地区内外の農業者や農事組合法人と連携を図るとともに、新規就農者等の移
住促進と交流人口の拡大を目指す。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針
　地域内外の担い手（認定農業者や認定新規就農者など）への農地の集積・集約化を基本としつつ、農地中間管理機構を活用した農地利用を
進める。
　農業用施設の維持管理のため、多面的機能支払交付金を効果的に活用し、非農家、地区出身者等を含めて多様な協力者を確保する。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

担い手同士の農地交換等を通じて、農地の効率的な利用を促進する。



以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください）

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）

ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha

５　農業支援サービス事業者一覧（任意記載事項）

６　目標地図（別添のとおり）

７　基盤法第22条の３（地域計画に係る提案の特例）を活用する場合には、以下を記載してください。

　農業経営の縮小や離農、農作業の効率化による農地の交換などの際は、農地中間管理機構を活用し、農地の最適化を進める。

（３）基盤整備事業への取組
　担い手のニーズを踏まえ、基盤整備を検討する際は、農地中間管理機構関連農地整備事業を活用し、農用地の大区画化や汎用化等を進め
る。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組
　地区内外から多様な経営体を受け入れ、農業関係機関・団体と連携し、農地の確保や栽培技術の指導、各種補助制度を活用した支援など、
相談から定住までの幅広い取り組みを展開する。

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の取組

３  農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置

（１）農用地の集積、集団化の取組
　地区内外の担い手（認定農業者や新規就農者など）の計画的な規模拡大につながるよう、地域と連携して農地の集積・集約化を進める。
　中山間地域においては、守るべき農地を明確にすることも必要である。

（２）農地中間管理機構の活用方法

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等

【選択した上記の取組内容】

　農作業の効率化や労働力不足の解消を図るため、地区外の農業法人等に農作業の一部を委託し、遊休農地の発生防止を図る。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ⑤果樹等

⑩その他

③スマート農業

⑧農業用施設

④畑地化・輸出等

⑨耕畜連携等

①地域による鳥獣被害対策の集落点検マップ（侵入防止柵や檻の設置状況、放置果樹や目撃・被害発生場所等）づくりや、連絡網の整備や新
たな捕獲人材を募集し、地域で育成していく。

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託

面積
経営作目等 経営面積

作業受託
面積

目標地図
上の表示

備考

別紙のとおり

計
注１：「属性」欄には、認定農業は「認農」、認定新規就農者は「認就」、法人化を行うことが確実であると市町村が判断する
　　集落営農は「集」、基本構想水準到達者は「到達」、農業協同組合は「農協」、農業支援サービス事業者（農協を除く）は
　　「サ」、上記に該当しない農用地等を継続的に利用する者は「利用者」の属性を記載してください。
　２：「経営面積」「作業受託面積」欄には、地域計画の対象地域内における農業を担う者の経営面積、作業受託面積
　　を記載してください。
　３：農業を担う者に位置付ける場合は、できる限りその者から同意を得ていること。
　４：作業受託面積には、基幹３作業の実面積を記載してください。なお特定農作業受託面積は、作業受託面積に含めず、
　　経営面積に含めてください。
　５：備考欄には、農業を担う者として位置付けられた者に不測の事態に備えて、代わりに利用する者を記載するよう努め
　　てください。

番号
事業体名

（氏名・名称）
作業内容 対象品目

注１：「農用地所有者等」欄には、区域内の農用地等の所有者、賃借人等の使用収益権者の数を記載してください。
注２：「うち計画同意者数」欄には、同意者数を記載してください。
注３：提案する地区の対象となる範囲を目標地図に明記してください。

農用地所有者等数（人） うち計画同意者数（人・％）



４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者） 吉川区

16

1 ha ha ha ha Ａ
2 ha ha ha ha Ｂ
3 ha ha ha ha Ｃ
4 ha ha ha ha Ｄ
5 ha ha ha ha Ｅ
6 ha ha ha ha Ｆ
7 ha ha ha ha Ｇ
8 ha ha ha ha Ｈ
9 ha ha ha ha Ｉ
10 ha ha ha ha Ｊ
11 ha ha ha ha Ｋ
12 ha ha ha ha Ｌ
13 ha ha ha ha Ｍ
14 ha ha ha ha Ｎ
15 ha ha ha ha Ｏ
16 ha ha ha ha Ｐ
17 ha ha ha ha Ｑ
18 ha ha ha ha Ｒ
19 ha ha ha ha Ｓ
20 ha ha ha ha Ｔ
21 ha ha ha ha Ｕ
22 ha ha ha ha Ｖ
23 ha ha ha ha Ｗ
24 ha ha ha ha Ｘ

25 ha ha ha ha Ｙ

26 ha ha ha ha Ｚ
27 ha ha ha ha ＡＡ
28 ha ha ha ha ＡＢ
29 ha ha ha ha ＡＣ
30 ha ha ha ha ＡＤ
31 ha ha ha ha ＡＥ
32 ha ha ha ha ＡＦ
33 ha ha ha ha ＡＧ
34 ha ha ha ha ＡＨ
35 ha ha ha ha ＡＩ
36 ha ha ha ha ＡＪ
37 ha ha ha ha ＡＫ
38 ha ha ha ha ＡＬ
39 ha ha ha ha ＡＭ
40 ha ha ha ha ＡＮ
41 ha ha ha ha ＡＯ
42 ha ha ha ha ＡＰ
43 ha ha ha ha ＡＱ
44 ha ha ha ha ＡＲ
45 ha ha ha ha ＡＳ
46 ha ha ha ha ＡＴ
47 ha ha ha ha ＡＵ
48 ha ha ha ha ＡＶ
49 ha ha ha ha ＡＷ
50 ha ha ha ha ＡＸ 連名
51 ha ha ha ha ＡＸ 連名
52 ha ha ha ha ＡＹ 連名
53 ha ha ha ha ＡＹ 連名
54 ha ha ha ha ＡＺ
55 ha ha ha ha ＢＡ
56 ha ha ha ha ＢＢ
57 ha ha ha ha ＢＣ
58 ha ha ha ha ＢＤ
59 ha ha ha ha ＢＥ
60 ha ha ha ha ＢＦ
61 ha ha ha ha ＢＧ
62 ha ha ha ha ＢＨ
63 ha ha ha ha ＢＩ
64 ha ha ha ha ＢＪ
65 ha ha ha ha ＢＫ
66 ha ha ha ha ＢＬ 連名
67 ha ha ha ha ＢＬ 連名
68 ha ha ha ha ＢＭ
69 ha ha ha ha ＢＮ
70 ha ha ha ha ＢＯ
71 ha ha ha ha ＢＰ
72 ha ha ha ha ＢＱ

経営面積
作業受託面

積
目標地図上
の表示

備考

認農 水稲 7.0 0.0 水稲

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託面

積
経営作目等

10.9 0.0
認農 水稲 38.9 0.3 水稲 55.3 0.3
認農 水稲 11.0 0.0 水稲

7.0 0.0
認農 水稲・大豆等 16.6 0.0 水稲・大豆等 17.2 0.0

15.0 0.0
認農 水稲 10.4 0.0 水稲 8.1 0.0
認農 水稲・大豆等 15.0 0.0 水稲・大豆等

1.3 0.0
認農 水稲・大豆等 94.8 0.0 水稲・大豆等 95.1 0.0
認農 水稲・そば 8.5 0.0 水稲・そば

25.3 0.0
認農 水稲・大豆等 22.3 0.0 水稲・大豆等 20.3 0.0
認農 水稲・大豆等 25.3 0.0 水稲・大豆等

26.2 0.0
認農 水稲・大豆等 45.1 0.0 水稲・大豆等 45.3 0.0
認農 水稲 24.2 0.0 水稲

0.9 1.0
認農 水稲・大豆等 31.4 0.0 水稲・大豆等 31.3 0.0
認農 水稲 0.3 1.0 水稲

26.3 0.0
認農 水稲・そば 9.5 0.0 水稲・そば 9.4 0.0
認農 水稲・大豆等 19.8 0.0 水稲・大豆等

7.5 0.0
認農 水稲 26.2 0.0 水稲 25.9 0.0
認農 水稲・大豆等 7.5 0.0 水稲・大豆等

27.2 0.0
認農 水稲 90.8 0.0 水稲 88.2 0.0
認農 水稲・大豆等 27.2 0.0 水稲・大豆等

15.7 0.0
認農 水稲 14.5 0.0 水稲 13.2 0.0
認農 水稲・大豆等 15.8 0.0 水稲・大豆等

14.5 0.0
認農 水稲・大豆等 33.2 0.0 水稲・大豆等 30.2 0.0
認農 水稲 14.4 0.0 水稲

1.1 0.0
利用者 水稲・大豆等 1.3 0.0 水稲・大豆等 1.9 0.0
利用者 水稲 1.1 0.0 水稲

9.2 0.0

利用者 水稲 3.0 0.0 水稲 2.4 0.0

認農
水稲・園芸・
養鶏加工

9.8 0.0
水稲・餅加
工・園芸直売
所

0.1 0.0
認就 水稲・稲作 0.4 0.0 水稲・園芸 2.2 0.0
利用者 花き 0.2 0.0 花き

0.9 0.0
利用者 水稲 1.5 0.0 水稲 1.3 0.0
利用者 水稲 1.1 0.0 水稲

9.2 0.0
利用者 水稲 1.4 0.0 水稲 1.6 0.0
認農 水稲 5.1 0.0 水稲

1.0 0.0
利用者 水稲 4.1 0.0 水稲 3.2 0.0
利用者 水稲 1.2 0.0 水稲

1.1 0.0
認農 水稲・そば等 7.3 0.0 水稲・そば等 5.1 0.0
利用者 水稲 1.2 0.0 水稲

0.3 0.0
利用者 水稲 1.5 0.1 水稲 1.8 0.1
認農 水稲 1.7 0.0 水稲

2.7 0.7
利用者 水稲 0.4 0.0 水稲 0.2 0.0
利用者 水稲 14.1 0.7 水稲

4.7 0.0
利用者 水稲 0.9 0.0 水稲 1.6 0.0
認農 水稲・そば 5.3 0.0 水稲・そば

7.4 0.0
利用者 水稲 2.1 0.0 水稲 1.9 0.0
利用者 水稲 7.8 0.0 水稲

0.5 0.0
利用者 水稲 1.2 0.0 水稲 0.7 0.0
利用者 水稲 0.6 0.0 水稲

- -
利用者 水稲 1.7 0.0 水稲 0.9 0.0
利用者 水稲・そば等 - - 水稲・そば等

53.2 0.0
利用者 水稲・そば等 2.9 0.0 水稲 0.0 0.0
認農 水稲 29.5 0.0 水稲

0.0 0.0
利用者 水稲 1.7 0.0 水稲 1.7 0.0
利用者 水稲 0.7 0.0 水稲

- -
利用者 水稲 1.5 0.0 水稲 0.3 0.0
利用者 水稲 - - 水稲

4.4 0.0
認農 水稲 11.9 0.0 水稲 8.6 0.0
利用者 水稲・大豆等 5.9 0.0 水稲・大豆等

1.7 0.0
利用者 水稲 2.1 0.0 水稲 2.1 0.0
認農 水稲 1.9 0.0 水稲

14.9 0.0
利用者 水稲 1.1 0.0 水稲 1.0 0.0
利用者 水稲 15.1 0.0 水稲

0.6 0.0
利用者 野菜 0.6 0.0 野菜 0.6 0.0
利用者 水稲 0.8 0.0 水稲

- -
認農 水稲 4.8 0.0 水稲 3.1 0.0
利用者 水稲・大豆 - - 水稲・大豆

1.0 0.0
認農 水稲・大豆 8.0 0.0 水稲・大豆 7.9 0.0
利用者 水稲 1.1 0.0 水稲

3.3 0.0
認農 水稲・そば 7.3 0.0 水稲・そば 6.4 0.0
利用者 水稲・そば 4.5 0.0 水稲・そば

4.5 0.0
認農 水稲・大豆等 3.7 0.0 水稲・大豆等 3.1 0.0
認農 水稲 5.1 0.0 水稲
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経営面積
作業受託面

積
目標地図上
の表示

備考

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託面

積
経営作目等

73 ha ha ha ha ＢＲ
74 ha ha ha ha ＢＳ
75 ha ha ha ha ＢＴ
76 ha ha ha ha ＢＵ
77 ha ha ha ha ＢＶ
78 ha ha ha ha ＢＷ
79 ha ha ha ha ＢＸ
80 ha ha ha ha ＢＹ
81 ha ha ha ha ＢＺ
82 ha ha ha ha ＣＡ
83 ha ha ha ha ＣＢ
84 ha ha ha ha ＣＣ
85 ha ha ha ha ＣＤ 連名
86 ha ha ha ha ＣＤ 連名
87 ha ha ha ha ＣＥ
88 ha ha ha ha ＣＦ
89 ha ha ha ha ＣＧ
90 ha ha ha ha ＣＨ
91 ha ha ha ha ＣＩ
92 ha ha ha ha ＣＪ
93 ha ha ha ha ＣＫ
94 ha ha ha ha ＣＬ
95 ha ha ha ha ＣＭ
96 ha ha ha ha ＣＮ
97 ha ha ha ha ＣＯ
98 ha ha ha ha ＣＰ
99 ha ha ha ha ＣＱ
100 ha ha ha ha ＣＲ
101 ha ha ha ha ＣＳ
102 ha ha ha ha ＣＴ
103 ha ha ha ha ＣＵ
104 ha ha ha ha ＣＶ
105 ha ha ha ha ＣＷ
106 ha ha ha ha ＣＸ
107 ha ha ha ha ＣＹ
108 ha ha ha ha ＣＺ
109 ha ha ha ha ＤＡ
110 ha ha ha ha ＤＢ
111 ha ha ha ha ＤＣ
計 ha ha ha ha

0.5 0.0
認農 水稲・大豆等 4.8 0.0 水稲・大豆等 4.8 0.0
認農 水稲 2.7 0.0 水稲

1.6 0.0
認農 水稲 3.4 0.0 水稲 3.2 0.0
認農 水稲 1.7 0.0 水稲

2.4 0.0
利用者 水稲・大豆 9.2 0.0 水稲・大豆 9.0 0.0
利用者 水稲 2.5 0.0 水稲

22.8 0.0
利用者 水稲・そば 1.4 0.0 水稲・そば 1.3 0.0
認農 水稲・大豆 23.0 0.0 水稲・大豆

4.1 0.0
認農 水稲 1.9 0.0 水稲 0.6 0.0
認農 水稲・大豆等 3.5 0.0 水稲・大豆等

11.6 0.0
認農 水稲 16.0 0.0 水稲 16.0 0.0
認農 水稲・大豆 12.8 0.0 水稲・大豆

5.3 0.0
認農 水稲 2.7 0.0 水稲 2.2 0.0
認農 水稲・大豆 5.5 0.0 水稲・大豆

15.0 0.0
利用者 水稲・大豆等 - - 水稲・大豆等 - -
認農 水稲・大豆等 14.8 0.0 水稲・大豆等

0.0 0.0
認農 水稲・そば等 7.2 0.0 水稲・そば等 5.6 0.0
認農 水稲 2.4 0.0 水稲

2.7 0.0
認農 水稲・加工米等 5.7 0.0 水稲・加工米等 5.6 0.0
認農 水稲 2.9 0.0 水稲

6.2 0.0
認農 水稲・そば 13.2 0.0 水稲・そば 16.0 0.0
認農 水稲 7.2 0.0 水稲

30.2 0.0
認農 水稲 6.6 0.0 水稲 4.2 0.0
認農 水稲・大豆等 30.6 0.0 水稲・大豆等

2.9 0.0
認農 水稲 1.6 0.0 水稲 2.4 0.0
認農 水稲 3.1 0.0 水稲

4.2 0.0
認農 水稲・そば等 1.7 0.0 水稲 1.7 0.0
認農 水稲・そば 4.0 0.0 水稲・そば

0.5 0.0
認農 水稲・大豆等 4.9 0.0 水稲・大豆等 4.7 0.0
利用者 水稲 1.7 0.0 水稲

3.1 0.0
認農 水稲 18.8 0.0 水稲 20.1 0.0
認農 水稲 3.2 0.0 水稲

0.0 0.0
認農 水稲 5.7 0.0 水稲 3.9 0.0
認農 水稲・大豆 6.0 0.0 水稲・大豆

0.1 0.0
利用者 水稲 4.0 0.0 水稲 3.4 0.0
利用者 水稲・大豆 0.1 0.0 水稲・大豆

0.2 0.0利用者 水稲 2.5 0.0 水稲

7.8 0.0
利用者 水稲・大豆 2.7 0.0 水稲・大豆 2.3 0.0
利用者 水稲 8.0 0.0 水稲

1045.9 2.2 1027.0 2.2




